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オーガニックセミナー「有機農産物の販路拡大に向けて」
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ビビッドガーデンのミッション
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会社概要

会社名 株式会社ビビッドガーデン
( 英文名 : vivid garden Inc. )

設立 平成28年11月29日

代表 代表取締役社長　秋元 里奈

事業内容
全国の生産者から食材や花などを直
接購入できるオンライン直売所『食
べチョク』の開発・運営

本社 東京都港区浜松町

資本金 1億円

日本中小企業大賞2023
SDGs賞

受賞

日本スタートアップ大賞2023　農林水産大臣賞　受賞

農林水産大臣賞など様々な賞を受賞
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一次産業の課題

高齢化に伴う深刻な離農、生産者の所得の低さなど様々な課題が存在



confidential© 2024 vivid garden Inc

食べチョクとは｜サービス概要

生産者数

9,800軒+

ユーザー数

100万人+

商品数

50,000点

こだわり生産者が集う日本最大のオンライン直売所
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食べチョクとは｜ビジネスモデル

固定費無料、生産者が自身で価格を決めて販売。
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食べチョクとは｜こだわりの産品に出会える仕組み

様々な検索方法で
こだわりの産品を

発見できる

生鮮だけでなく
加工品やお酒、

お花などもお取り扱い

消費者と生産者がサービス上で直接繋がる
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これまでの取り組み｜サービスのリリース時

「有機農作物」が食べチョクのスタート地点
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これまでの取り組み｜食べチョク内の有機生産者

現在も数多くの有機農業に取り組む生産者が登録

有機農業をしている生産者数

413軒
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これまでの取り組み｜食べチョクの利用者層

30代 40代 50代

16% 33% 35%

30～50代
84％

年齢を教えてください。

認知層の購入頻度
週1以上約7割

有機農業について知ってますか

有機産品の購入頻度について教えてください

知っている（認知層）
約8割

食に関心の高い主婦層がメイン顧客、有機食品の認知・購入頻度も高い
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これまでの取り組み｜農林水産省様との有機推進事業

事業名：国産有機農産物等需要拡大支援事業

マルシェを通して
産品のストーリーを知り、

実際に食べることで
有機農業を知ってもらう

マルシェの開催

収穫体験などのワークショップを
通して農業に触れ、実際に生産者か

らこだわりや苦労を聞くことで
有機農業を知ってもらう

ワークショップの開催
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これまでの取り組み｜継続的な接点作り

継続購入者

4000件突破

特別栽培や有機栽培などこだわっている野菜を集めた定期便サービス
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これまでの取り組み｜ユーザー同士の繋がりや他領域とのコラボによる拡張

① 生産者同士のネットワーク創出

⑤ 自治体様や企業様との連携

④ オフラインを活用したマーケティング

② 災害などの非常事態発生時の支援

③ 専門知識と消費者の理解を結びつける取り組み

生産者と消費者の架け橋となるべく様々な取り組みを実施
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① 生産者同士のネットワーク創出

ECが使いたくても使えない
高齢の生産者のために

具体的な課題→解決を通して
メリットを皆で共有する

食べチョクの生産者同士のノウハウが共有
されるよう、オンライン勉強会を開催。よ
り現場に即した”具体的”な課題と解決方法
を提供することで、継続する力や挑戦する
機会の創出に貢献してきました。

複数の生産者がグループになり、食べチョ
クに出品する仕組みを作っています。そう
することで、より多くの生産者が出品で
き、ユーザーにとっても送料がお得になる
Win-Winのコミュニティ構築です。

事例 事例

生産者同士のネットワーク構築やノウハウの共有を支援
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② 災害などの非常事態発生時の支援

お米と牛乳の販売促進のた
め、シェフと連携したメ
ニュー開発とポップアップ
レストラン「リオレに夢
中」を開催。

牛乳とお米を使った「リオ
レ」のレシピを食べチョク
が買い取り、お米農家様に
無償提供。

お米や乳製品の消費拡大施策を実施事例

2024年は経済産業省の補助金を活用した

ホタテの送料無料キャンペーンも実施中！

天候不順や災害時に”支援をしたい”ユーザーと結ぶ取り組みを実施
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③ 専門知識と消費者の理解を結びつける取り組み

知っているようで知らない桃の世界を
”詳しく”かつ”楽しく”紹介

旬の食材について、テー
マ特集を多数発信。ただ
食べるではなく、違いを
知って好みの品種に出会
えたり、最適な食べ方に
出会ったり、ユーザーの
出会いと発見を促すコン
テンツです。

“品種”まで細かく訴求することや
“生産者からのおすすめ”で高付加価値化

『そのままおいしい野菜の食べ方』を出版。
食材の品目ごとに品種の特徴を詳しく紹介す
る品種チャートや、生産者様直伝のすぐに真
似できるシンプルな方法でおいしく野菜を食
べられるよう紹介しています。

専門的な知識を消費者視点に変換することで、消費者の理解を促進
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④ オフラインを活用したマーケティング

冬が旬のいちごは国内だけで300種類以上の
品種が存在すると言われており、それぞれ異
なる魅力を持っています。甘み1つとっても
様々な種類が存在するいちごや、栽培する生
産者の魅力をより多くの方に知っていただく
機会として「食べチョクいちご博2024」を開
催。

食べチョクいちご博

１.全国のいちごの品評会を実施

２.いちごを学ぶ体験型イベント開催

３.各種PR、集客を実施

受賞生産者様の翌月売上が11倍

ユーザー満足度100％

webやTVなどメディア露出12件

生産者の想いがダイレクトにユーザーに届くように仕掛ける
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⑤ 自治体様や企業様との連携

ユーザーの行動変容を促す
市場調査&実証実験

地域産品を活用した
商品開発

マルシェや
オフラインイベントによる

ブランディング

生産者個別訪問による
不安の解消

セミナーの開催による
ナレッジ共通

食べチョクの売り場を活用した
販促キャンペーン

信頼関係を大切に、地域一体の取り組みを支援してきた90以上の連携実績


